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観光とまちづくり特 集
21 世紀のランドスケープ・エコロジー



クールジャパン、あるいは浅草の迷宮

今、浅草が活気づいている。
クールジャパンのブームで外国人観光客が増加し、浅草寺には年間 3000 万もの人々が訪れる。

江戸の意匠は日本の若い世代にもクールであり、仲見世には浴衣姿の男女が集い、
宝蔵門から本堂への参拝の流れは絶えることがない。

かつて江戸時代の浅草は文化とファッションの中心であり、歌舞伎役者や花
おい

魁
らん

はトップアイドルであった。
しかしその過剰な絢

けん

爛
らん

の楼閣は明治以後の欧米化の波間に消滅していった。
クールな「粋」は文字どおり「冷」となり、オタクによる倒錯的な欲望の転換のなかで、

アニメやゲームに様変わりしながらアキハバラへ向かう。
手塚治虫はマンガの世界にはタブーがないと語っていたが、その過剰な冷力は世界へ進出するカルチャーへと発展した。
それらの仮想的なファンタジーとエロスの源泉は、遠い江戸時代に浅草寺の裏手の闇にリアルとして存在していたともいえる。

浅草の迷宮は今まだ続いているのである。

 文・写真……シヲバラ　タク

46 Product Message
●到津の森公園（福岡県北九州市）● JRししぶ駅（福岡県古賀市）●函館市交通局宝来駅（北海道函館市）
●近鉄富田駅（三重県四日市市）●大分大学（大分県大分市）●市立戎小学校（大阪府泉大津市）●今村パーキ
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21世紀のランドスケープ・エコロジー

クールジャパンのシーン集
［インタビュー］「観光まちづくり」による日本再生の可能性…… 水嶋  智
● CASE 1 ●「庵」の取り組み
京の町家を再生し、伝統家屋の美しさを伝える
● CASE 2 ●「星のや 軽井沢」の取り組み
日本独自の演出で世界に通用するリゾートを目指す
● CASE 3 ●「大内宿保存会」の取り組み
かやぶき屋根を再生し、よみがえった宿場町で100万人を集める
● CASE 4 ● 日本ナショナルトラストの取り組み
自然や歴史的景観の保全活動が観光資源を生み出す

［表紙写真］東京都台東区浅草の浅草寺
撮影：シヲバラタク Nature（自然力）＋ Element（要素）＋ Oasis（やすらぎ空間）
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26 ネルシス10周年記念インタビュー
不況をチャンスと捉え、新たな挑戦へ／福田功（東洋エクステリア株式会社　取締役社長）
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時代を見据え、魅力ある環境エクステリアメーカーに
長廻悟（東洋エクステリア株式会社　環境エクステリア統轄部長）小林秀樹（東洋エクステリア株式会社　商品本部長）

54 TOEXの公共向け商品サイト紹介「ネルシスネット」
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●端島（軍艦島）（長崎県長崎市）　●東急バス渋谷駅西口バスターミナル（東京都渋谷区）　
●那覇臨港道路（沖縄県那覇市）　●千葉県警察本部新庁舎（千葉県千葉市）
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40 サポートレールUDレポート 設置現場紹介

●日奈久ドリームランド「シー・湯・遊」（熊本県八代市）●向中野横断地下歩道（岩手県盛岡市）　
●広島県立廿日市西高校（広島県廿日市市）●階段バリアフリー工事（東京都渋谷区）●青森県立中央
病院（青森県青森市）　●道の駅「たらふく館」（佐賀県太良町）●亀戸中央公園防災船着場（東京都江東区）
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づ くり

2008 年、国土交通省に観光庁が設置されたこともあり、
多くの人を惹きつける地域独自の魅力を生かした

まちづくりが注目されています。
人口減少・少子高齢化が進むなか、「観光」は

地域アイデンティティ創出だけでなく
新たな雇用の創出など経済効果が期待できることから、

国全体として観光立国の実現に取り組む体制が整えられました。
これからの日本では「観光」は基幹産業のひとつになると期待されます。

今回は、「観光」を軸としてまちづくりに取り組んでいる
新しい動きを取材しました。

特
集

2006年1月に開設された「秋葉原案内所」では、1人2時間2980 
円（メイドカフェドリンク代含む）で秋葉原の街を案内してもらえる。
メイド姿で秋葉原を案内する増田さんは、高専時代に電子部品を
求めて秋葉原によく通っていたという理科系人間。秋葉原のすみ
ずみまでよく知っている。
案内所ができる前年の2005年は、ヨドバシカメラなどの新しい 
ビルが竣工したり、つくばエクスプレスが開通し、ドラマ『電車男』
がヒット。これまで以上にたくさんの人が秋葉原に来ると予測。 
案内所開設と同時に「秋葉マップ」を作成し無料で配布したとこ
ろ、高いニーズがあった。

日 本 の 魅 力

「クールジャパンの活動のおかげで来街者は年々増えています。 
もともと秋葉原は免税店の多い街なので、家電を買いにアジア系
の外国人がたくさん来ていましたが、ここ数年は欧米の観光客が
増えています。通訳ガイドさんから、ポップカルチャーに触れるに
はどこを案内したらいいですか、と聞かれることが多くなりました」
と語るのは、増田さんとともに案内所を立ち上げた鈴木さん。仕 
事としてはあまり儲からないが「秋葉原には才能のある人が集ま
っているので、街として大好きです」と語る。
■問い合わせ、ガイド申し込みなどは、秋葉原案内所公式ホーム
ページ（http://akiba-guide.com/）で。

と ま ち
を 再 発 見 す るSIGHTSEEING

取材・構成……編集部

フランス人観光客を引率して秋葉原を案内するガイドツアー（写真：シヲバラタク）
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SIGHTSEEING

観光

「クールジャパン」は近年の日本文化を表現する
言葉として世界で定着してきました。
アニメをはじめ、ファッション、料理など
日本が発信した独特なスタイルが
海外では格好いいものとして捉えられ、
熱狂的なファンも出現しているほどです。
クールジャパンの聖地と呼ばれる秋葉原や、
外国人に人気の高い浅草、フランスで発行された
『ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン』で
紹介された高尾山など、クールな日本のシーンを
集めました。

C o o l  J a p a n

東京・秋葉原（★） 京都・錦市場（★★）

東京・浅草寺（★） 東京・高尾山（★）

京都・清水寺（★★）

写真……シヲバラタク（★）白石ちえこ（★★）

東京・秋葉原（★）

京都・清水寺（★★）東京・高尾山（★）



総計
835万人
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ます。そこに住んでいる人たちが誇りを 
もたないと誰も来ないですよね。逆に、外
から来る人だけを意識した地域づくりで
はフィクションで終わってしまう。「観光」
の語源は、中国儒教の『易経』にある一節
「観国之光、利用賓千王」からきていると
いわれています。「国の光を観る」という
ことは、まさに住む人々が誇りをもって 
地域の光を示すということなのです。
　観光とまちづくりは今かなり歩み寄っ
ています。インフラを整備するときも、誰
に使ってもらうのかを意識しないと支持
されません。例えば道路局は電線の地中
化を推進していますが、事業の採択に当
たっては、観光を考慮事項のなかに入れ
てくれています。インフラ整備を担当す 
る部局も意識が変わってきているのだと
思います。
　観光庁の予算は、2003年50.1億円、
2004年58.2億円、2005年63.2億円
（日本政府観光局への運営費交付金20億円を含

む）で、ほかのアジア諸国、例えば2000
年の韓国120億円、台湾155億円に比べ
たら少なすぎるという話があります。し 
かし、各省庁合計で観光に使える予算を
合わせると2000億円ほどになります。 
私たちがよく言っているのは「他人のふ 

人くらいでしたが、現在はほぼその倍の
120人になっています。私自身この仕事 
に就く前は、観光は航空行政や鉄道行政
と同じような行政分野のひとつという認
識でしたが、勉強していくうちに、観光の
もっている大きな可能性に気づかされま
した。今では日本の地域社会に活力を取
り戻すための重要なキーワードになると
思っています。
　人が動いて、そこで交流が生まれる。需
要を生み出し、それを地域の活性化につ
なげていくことが観光の本質だとすれば、
観光行政的目線というのは国土交通省の
どの部局でも意識しなければいけません。
むしろ霞が関全体が観光行政的な問題意
識をもたなければならない時代になるだ
ろうと思います。

最近感じるのは、観光業界の人たちが「観
光まちづくり」と言うようになり、また、 
まちづくりをやっている人たちも訪れる 
人を意識するようになってきた。「まちづ
くり」と「観光」が重なってきたというこ
とです。観光立国では「住んでよし、訪れ
てよしの国づくり」をキーワードにしてい

以前の観光行政は、国土交通省のなかで
総合観光政策審議官をトップとするチー
ムが中心となって担当していました。20　
06年「観光立国推進基本法」という法律が
策定され、国全体として官民を挙げて観
光立国の実現に取り組む方針を決めまし
た。それに合わせて行政の体制も整備し
たほうがいいということで2008年10月
に「観光庁」という役所が誕生したのです。
　観光庁発足の意義は主に以下の3つに
なります。
① 諸外国に対する発信力を強化する
② 関係省庁がバラバラに推進している
　 観光政策に対して、縦割りを廃しリー
　 ダーシップをとっていく
③ 地域や国民に対して、観光に関するワ
　 ンストップ窓口になる
　「観光庁になって何が変わったのか」と
問われることがよくありますが、観光庁 
の存在によって、観光が国民生活にとっ 
てたいへん重要であるということを国民
に明確に認識してもらえるようになった
のが大きいと思います。
　旧運輸省が国土交通省に移行した当時、
観光行政を担当していた職員はわずか60

小泉総理時代、観光交流人口の拡大によって日本の再生を目指す「観光立国」という
方針が示されてから5年後の2008年10月、「観光庁」が国土交通省に誕生した。
観光庁のホームページトップには、2010年までに達成したい目標数値が掲げられて
いる。「訪日外国人旅行者数1000万人、日本人の海外旅行者数2000万人、国内にお
ける観光旅行消費額30兆円、日本人の国内観光旅行による1人当たりの宿泊数4泊、
わが国における国際会議の開催件数5割増」
ここでは、観光庁発足の準備段階から体制づくりにかかわってこられた水嶋智・観光
資源課長（当時）に、観光庁発足の意義と日本再生の可能性についてお話をうかがった。

「観光庁」が誕生した理由

「観光まちづくり」の時代

んどしで相撲をとれ」で、同じような補助
事業ならば管轄をまたいでどんどん活用
していこうということ。各省庁のメニュ 
ーを一覧表にし、観光庁やその出先の運
輸局がワンストップ窓口として機能して 
いく取り組みも始めています。

観光地域振興部のなかの観光資源課は全
部で16人。地域固有の資源を発掘して情
報発信し、そこに交流を生じさせ地域社
会に活力を取り戻す、そのお手伝いをす
るのが観光資源課の仕事です。主人公は
あくまでそれぞれの地域ですから、観光
資源課が個別の観光資源について直接テ
コ入れするということはありません。
　人材育成は、われわれが力を入れてや
っているところです。地域の資源を磨い 
てビジネスにしていく担い手を育成する
こと。観光地域振興で悩んでいる人たち
をネットワーク化して必要な情報をお互 
い交換したり、先進事例のノウハウを提 
供したり、制度的な問題があればそれを
解決するなどして、支援していくことが 
国の使命です。
　人材に着目したプロジェクトのひとつ

「YOKOSO! JAPAN大使」は、外国に対
して日本の魅力を発信している人を
YOKOSO! JAPAN大使として任命し、 
国民の皆さんのお手本になってもらおう
というもので、2009年で49人の方々を
任命しています。
　そのなかの一人に、セブン銀行代表取
締役社長の安斎隆さんがいらっしゃいま
す。現在、海外からの渡航者は日本の銀行
でクレジットカードを使って円を引き出 
すことはできませんが、唯一、セブン銀行
ではできるようになっています。セブン 
銀行は国のためにしているわけではなく、
コンビニ競争時代を生き抜くマーケティ
ング戦略のひとつとして取り組んだこと
ですが、外国人にとってはよりフレンド 
リーなシステムです。ちなみに海外では、 
すでにこうした環境は整っています。
　ビジネスの側からみても、外国人を取り
込んでいくことは、日本の先細りしていく
需要を拡大するチャンスにもなります。民
間で行われた先進的な事例を奨励し、ネ
ットワーク化することはとても大切です。
予算や許認可というハードなアプローチ
もありますが、ソフトなやり方で社会全 
体を方向づけしていくことも重要です。

地域のよさを、地元の人だとわからない
ことが多々ありますね。当たり前になり
すぎていて気がつかない。あるいは、こ 
ういうことをすれば地元はもっとよくな 
ると思っていても、しがらみが多くてで 
きないこともある。
　観光地域づくりのキーワードとしてよ 
く言われるのは「よそ者、若者、バカ者」
が必要だということです。第三者の視点
をもつよそ者。既成概念にとらわれず、 
恥をかくことを恐れない若者。人にばか
にされても気にせずがんばるバカ者。こ 
ういった外からの力を借りたほうがいい
場合もある。「観光地域プロデューサー」
モデル事業は、外部の専門家を人材とし
てプールしておき、要望があれば必要な
地域に必要な人材を派遣する事業です。
この事業では、2007年度に5地域、2008
年度に3地域へ派遣しています。
　千葉県の事例では、採石場があった富
津市金谷地区の人たちが、学生時代から
イベントプロデュースをしていた北海道 
在住の二十代の若者を指名しました。若
者は放置されていた農協の建物を「石の
舎」という観光案内所に改装し、そこを中

観光資源課の役割

観光地域プロデューサー

SIGHTSEEING

観光

水嶋智 氏

■ 国・地域別訪日外国人旅行者の割合（2008 年） ■ ビジット・ジャパン・キャンペーンによる訪日客の増加

フランス
15万人（1.8％）

オーストラリア
24万人（2.9％）

ドイツ
13万人（1.5％）

その他欧州
41万人（4.9％）

イギリス　
21万人
（2.5％）

カナダ　
17万人
（2.0％） 米国　

77万人
（9.2％）

その他アジア　
47万人（5.6％）

シンガポール
17万人（2.0％）

タイ
19万人（2.3％）

白字＝重点市場（2003年度～）青字＝重点市場（2004年度～）赤字＝重点市場（2005年度～）
2008年重点市場分／計734万人（87.9％）

香港
55万人
（6.6％） 中国

100万人
（12.0％）

台湾
139万人
（16.6％）

韓国
238万人
（28.5％）

アジア
615万人
（73.7％）

北米
97万人
（11.8％）

オセアニア
28万人
（3.3％）欧州

89万人
（10.6％）

 ● VJC開始後の2003年から2007年までに訪日客が314万人増加、 
　そのうち9割が観光客によるもので、観光客の割合は6割から7割に 
　増加。
 ● 訪日外客増加分（314万人）の内訳としては、韓国、台湾、中国をはじ 
　めとしたアジア市場からの訪問客が8割を占める。

88 90 92 94 96 98 02 04 06 08 10
西暦（年） 出典：日本政府観光局（JNTO）
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ビジット・ジャパン・
キャンペーン開始

「観光まちづくり」による
日本再生の可能性

17年間
（315万人）

INTERVIEW

国土交通省　観光庁　観光地域振興部　観光資源課長
現内閣官房（総理大臣官邸）内閣参事官

（写真：白石ちえこ）

その他

1986 2000
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心に、地場産品の直売や荷物預りなどさ
まざまな業務を展開しています。今では 
年間2万人が利用しているそうです。

最近の若者は旅行をしなくなったといわ
れています。バーチャルな感動を超えた
本当の交流や触れ合いがないと、快適な
家の中から出ようとしないのが現状です。
現象面からみると、団体旅行から個人旅
行へと変わってきています。JTBの旅行
雑誌『るるぶ』の語源は「見る、食べる、
遊ぶ」だそうですが、最近の旅行は「体験
する、交流する、学ぶ」という要素が重要
だといわれています。日本人の旅をする 
動機に少し変化が出てきているのだと思
います。そういう需要の変化を、供給者側
はちゃんと捉えなければいけない。例え
ば、伊豆の古い旅館で、かつて宴会場だっ
た大広間をNゲージの鉄道模型を走らせ
る部屋に改装した。そうしたら鉄道ファ 
ンで1年先まで予約がいっぱいになった。
ものすごくニッチな世界です。「こういう 
人に来てほしい」というのは、地域の戦略
としてあったほうがいいと思います。

　また、アンケートを取ると「外国人観光
客が増えるのはいやだ」という声が観光
関係者の間でもいまだに多く、外国人で
なくても観光客が地元にあふれると環境
がダメージを受けるといって嫌がります。
確かにこれまでの観光は、地域の環境に
対して収奪的だったことが多々ありまし
た。これからの観光は環境に配慮しない
と、持続可能な関係にはなり得ません。

いま「ワークライフバランス」などといわ
れていますが、観光のパイ全体を大きくし
ていこうというのであれば、日本人の休
暇の在り方や、働く時間と余暇のバランス
を変えなくてはいけません。企業には有給
休暇を取得しやすい環境をつくってもら
わないといけないし、学校にも休みを付与
することへの柔軟な姿勢が求められます。
　日本人の旅は正月とゴールデンウイー
クとお盆に集中する傾向があります。そ 
ういうことでは観光客を受け入れる側で
健全な競争が行われないし、サービスの
質も上がらない。ピークをならすことで 
需要と供給のバランスがよくなり、過剰 

な設備投資を避けることもできます。
　先進国の多くが加盟しているILO（国際
労働機関）の第132号条約は「労働者には
2週間以上の連続休暇を与えなければい
けない」という内容ですが、日本は批准し
ていません。勤勉を美徳としてきた日本
では、長期休暇は必ずしも歓迎されてこ
なかったのかもしれない。年休の消化率
では、ヨーロッパ諸国が100％に近いの
に対して日本は40％台です。付与日数は
決して少なくないのに消化率が悪い。
　観光立国を進めていくうえでは、休暇
を取って旅に出かけるということは日本
の経済成長にとって決してマイナスでは 
なく、むしろ新しい産業分野を育成するこ
とになり、製造業に従事している人たちに
とってもリフレッシュして生産性の向上 
につながるのではないか、と情報発信し
ています。とにかく全国民的な課題なの
で、産業界、労働界に理解していただき、
学校の休みや親の休暇については観光庁
だけでは難しい課題ですので、政府全体
でこうした議論ができないか検討中です。

日本の魅力は多様性だと思います。自然
も文化も多様であること。伝統と新しい
ものの幅の大きさも、外国の人からいわ
せると魅力のひとつです。私は一時期フ
ランスに住んでいましたが、パリのシャ 
ンゼリゼ通りにある大型書店では一番人
気がマンガコーナーでした。置かれてい 
る半数が、フランス語訳された日本のマ
ンガです。そこでみんな座り読みしてい
る。フランス人が日本語を勉強する最大
の理由のひとつは、日本のマンガを原語
で読みたいということです。日本の新し 
いポップカルチャーに多くの国の人が魅
力を感じているのです。
　中国大陸から朝鮮半島を経由して日本
という島国が終着点になっているので、 
さまざまな文化が醸成され濃密化してい
る。鉄道はイギリスが発明したシステム 
ですが、鉄道大国は間違いなく日本です。
ほかで発明されたものを自分たちのもの
にしてしまう応用力、加工力は日本がダ 

ントツですごい。それがいろいろな面で
開花していると思います。
　日本のもっている文化や魅力を情報発
信することによってチャンネルを多元化 
しておく。国際社会のなかで無関心とい
うのが一番の弱点ですから、文化や観光
という交流を通じて日本に対する認知度
やシンパシーのレベルを上げていくこと
は、ものすごく大事です。
　数年前、政治的には日本と韓国間の緊
張は高まっていましたよね。現在の日韓
の外交関係は安定していますが、その理
由は単にその後政権が変わったからとい
うだけではなくて、草の根の交流の活発
化もたいへん大きな要素だと思います。
ペ・ヨンジュンに代表される韓国の大衆
文化に日本の女性たちが熱狂しているの
を見て、韓国の人たちの日本人に対する
見方が変わったといわれています。2007
年は260万人の韓国人が日本に来てくれ
ました。日本人が韓国へ行く割合の、なん

と3倍です。
　中国でも日本の魅力を評価している人
は多く、大都会東京に水と緑が多いこと
に彼らはびっくりします。

政府で新しい役所ができたのは8年ぶり
です。観光庁は予算と許認可はあまりな
いのですが、売りは3つあります。1つ目 
は「理念」で、明確なビジョンをもってい
ます。2つ目は「情報」で、いろいろな知
恵の蓄積を行っている。3つ目はそれを 
生かす「ネットワーク」です。全国の自治
体や地域づくりにがんばっている人たち
と、かなりのネットワークをつくってきま
した。私たちはこの3つ、「理念」「情報」
「ネットワーク」で、日本の社会を元気で
にぎわいにあふれた国にしていきたいと
思っています。
　フランスもアメリカも、1930年代の 

大恐慌の時期に文化振興策をやっていま
す。どこの国も、経済危機のときであれ 
ばあるほどおもしろいことをやっている
んですよね。産業構造を変えていくとい 
うことです。第二次産業に過度に依存し
た地域づくりは脆弱です。いま、ヨーロッ
パのマクロ経済のダメージというのは、 
ドイツとフランスを比べてみた場合ドイ 
ツのほうが深刻で、フランスのほうが軽 
傷だといわれています。ドイツは日本と 
産業構造が似ていて、第二次産業と輸出
中心です。フランスは産業構造がもう少 
し多様化していて、農業や観光、文化が強
い。こういうときにこそ、産業構造の多 
様化を図ったほうがいいと思います。
　これからは、せっかく国土交通省のな
かに新生「観光庁」ができたのだから、新
しい行政のスタイルを示すことによって
国土交通省、あるいは霞が関全体が元気
になり、引いては国全体に活力が戻るこ
とを期待しています。

日本の観光が変わってきた

日本版バカンス政策は可能か？

■ 観光圏整備のイメージ ■ 観光地域振興支援メニュー一覧

チャンネルの多元化が重要

経済危機をチャンスに

●観光振興への道筋を創りたい

●地域が計画した具体的事業（主にソフト面）により
　観光振興の推進を図りたい

●地域を整備（主にハード面）し、地域振興・活性化を
　図りたい

●地域の認知度を高め、にぎわいを創出したい

観光カリスマ塾
訪日外国人接遇研修

観光プロデューサー事業
YOKOSO！ JAPAN 大使

〈地域地区限定メニュー〉

「新たな公」による
コミュニティ創生支援モデル事業 地域資源企業化コーディネート活動等支援事業

農商工等連携プログラム

観光圏整備事業 地方の元気再生事業

観光地域づくり実践プラン

〈旅行用ツール開発メニュー〉

広域・総合観光集客サービス支援事業

〈方策限定メニュー〉

〈連携メニュー〉

まちめぐりナビプロジェクト

ニューツーリズム創出・流通促進事業

公共交通活性化総合プログラム

地域雇用創造推進事業

VJC 地方連携事業

国際会議の開催・誘致推進

地域資源売れる商品づくり
地域資源活用販路開拓等支援事業
地域資源∞全国展開プロジェクト
JAPAN ブランド育成支援事業

ソフト支援

ソフト・ハード支援

ハード支援

交付金なし

まちづくり交付金

中小商業活力向上支援事業

住民参加型まちづくりファンド支援事業

〈地域地区限定メニュー〉

　　　　　　景観形成総合支援事業
　　　　　　歴史的環境形成総合支援事業

みなと振興交付金

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

滞在促進地区

A市
B市

C町

D町

観光案内・情報提供の充実

●提案型観光案内の導入
●外国語等案内標識の充実

周遊
周遊

周遊

移動の快適化

●周遊割引券の導入
●沿道の植樹

観光資源の活用促進

●魅力ある観光資源を
 生かした観光商品の開発

●体験交流施設の整備
●農業体験プログラムの
　開発

農業・漁業体験
交流メニューの充実

宿泊の魅力向上

●泊食分離の導入
●共通入場券の導入
●宿による宿泊客への
 着地型旅行商品の販売

そぞろ歩きできる環境づくり

●快適なまち歩きのための
　ルート整備（ハード面での連携）
　と案内充実

体験・交流・食メニューの充実

●早朝・夕刻のイベント開催
●地域限定の食のメニューの開発

〈地域地区限定メニュー〉

北海道みなとオアシス

EN
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「観光まちづくり」による
日本再生の可能性

日本独自の文化を体験する

京の町家を再生し、
伝統家屋の美しさを伝える
町家滞在や伝統文化研修を主催する「庵」の取り組み

平成 20 年度の観光庁・
YOKOSO! JAPAN大使に任命された
アレックス・カー氏率いる「庵

いおり

」は
外国人旅行者が京都の伝統的な町家に
滞在体験できるようにと、古くなって
取り壊されそうになった町家を借り上げ、
修復して、すばらしい宿泊施設に再生している。
再生された町家は京都市内にすでに10カ所。
どこも、伝統的家屋がもつ独特の陰影と
しっとりした風情を楽しむことができると、
評判になっている。

SIGHTSEEING
CASE 1

観光

2008 年、「庵」によって再生した京町家「三坊西洞院町（さんぼうにしのとういんちょう）」。明治 18 年に建てられた数寄屋風の家屋で、
家主が芸術家であったため、和洋折衷のアトリエ空間があった。そこをゆったりとしたリビングにし、ソファとロッキングチェアを置いて、くつろぎの空間にしている。

「庵」では、昔の美しさを残しながら、現代生活になじむ快適さを加えて町家を再生している

写真提供……庵
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「庵
いおり

」の拠点は、京都市下京区の筋屋町に
ある町家の裏手を事務所として使ってい
る。その奥には広い能舞台を備えた2階
建ての研修施設があり、ここで、茶道、書
道、能、狂言など伝統文化の体験研修が
行われる。施設内の壁にはローラ・ブッ 
シュ元アメリカ大統領夫人が書道を体験
している写真が飾られていた。
　日本文化を世界に伝えるこの「庵」は、
東洋文化研究者アレックス・カー氏の「美
しい日本を次世代に残したい」という熱
い思いから、2003年に株式会社として
設立された。その主な取り組みは、京都
の町家を再生し滞在してもらう「京町家
ステイ事業」と「伝統文化体験研修事業
（オリジン・アートプログラム）」、観光まち
づくりのコンサルティング事業の3本柱
だ。アレックス氏を含む発起人3人のほ 
かに、現在、20人のスタッフを抱え、フル
稼働している。
　最近、特にアレックス氏が力を入れて
いるのが、奇跡的に残っている日本の古
民家や町家の再生を軸とした観光まちづ
くりだ。すでに動いているプロジェクト
は、徳島県の三好市東祖

い

谷
や

、奈良県の五
條市、長崎県・五島列島の小

お

値
ぢ

賀
か

町の３
カ所。
　祖谷は、1971年、アレックス氏が大学

生のとき日本一周の旅の末にたどりつい
た桃源郷だ。すでに多くの家が放棄され
ていたが、勾配のきつい山の斜面に、まる
で仙人のように人々が住んでいる風景に
魅了され、築300年の古民家を購入。こ
の家を「●

ち

庵
いおり

」と呼び、地域再生の交流拠
点としている。2007年に●庵トラスト 
を設立し、残された古民家の修復にとど
まらず、持続可能な地域再生に取り組ん
でいる魑篪。
　五條市の新町通りは旧紀州街道で、街
道沿いには今でも江戸時代の家屋が100
軒以上並んで残っている。そのうちの４ 
軒を「庵」のプロデュースで修復し、 
2010年春に滞在を楽しむ町家としてオ
ープンする予定だ。
　また、小値賀町は五島列島の北端にあ
る離島群で、豊かな自然が残る漁村。隠
れキリシタンが移り住んだという近くの
野崎島は、明治期に建てられた教会堂が
修復され、絵画のような風景が残ってい

る。2007年度の「ピープルトゥピープ 
ル」（＊）において400人の高校生を受け入
れ、2年連続世界1位の評価を獲得。また
都市と農山漁村の共生・対流推進会議に
よる第6回オーライ・ニッポン大賞でグ 
ランプリを受賞し話題になった。「庵」で
は、アレックス氏が観光まちづくり大使 
として、古民家再生プロジェクトをスタ 
ートさせている。こうした地域再生のプ 
ロジェクトは、「庵」から持ちかけること
はなく、すべて地域からの申し出だ。そ 
れが健全なまちおこしの姿だとアレック
ス氏は語る。
　設立から7年目を迎えて、観光資源創 
出に貢献する彼らの活動は高く評価され、
日本各地から協働の依頼が舞い込んでい
る。彼らのノウハウで「美しい日本」が少
しでも再生されることを願ってやまない。

私は昔から日本の古い家屋が好きで、学生

のときに四国の祖谷に古民家を購入するほ

どでした。京都では90年代だけで4万軒 

以上の古い木造家屋がなくなっています。 

京都の人は京都が嫌いなんだと思えてくる

勢いです。近い将来、日本はある線を越え

て、直しの利かないところまで破壊してし 

まうかもしれませんが、それをなんとかし

たいのです。

　文化でも同じことがいえますね。1977 

年から亀岡（京都府）に空き家を見つけ、修

理して住んでいましたが、ここで、ある宗 

教法人の「外国人に日本文化を教えるプロ

グラム」のお手伝いを20年間やりました。 

もともと日本文化に深い興味をもっていた

ので、ここのプログラムが優れていること 

に感心しました。ところが、私の生活拠点

がタイに移ったと同時にスクールが閉鎖さ

れてしまったのです。それがとても残念で、

いつか民間で復活させたいという気持ちが

ずっとありました。ですから「庵」設立の段

階から、町家再生と伝統文化の体験プログ

ラムは、車の両輪のような関係でスタート

させています。

　私たちのプログラムでは、能の形がもつ

意味や、幽玄の世界などをわかりやすく解

説し、ある程度理解できた段階で、舞台を

観てもらいます。すると、彼らは釘づけに 

なったように見入ってしまう。それは外国 

人だけではありません。日本人にもそうし

た紹介が必要だと思います。しかもごくご 

く簡単に、1、2時間で体験できる範囲でや

っています。「お屋敷の中を全部案内するこ

町家再生からまちおこしへ
展開する「庵」の活動

＊「ピープルトゥピープル」とは、50年以上の歴史をも 
つ世界最大級の国際旅行派遣団体で、異文化交流を目的
に毎年5万人を超える若者を世界各国に派遣している。

左／日本文化をわかりやくす伝えるアレックス氏　中／伝統文化体験研修事業で
学ぶ外国人　右／研修施設内にある能舞台　　　　　　　　　　　（写真提供：庵）

勾配のきつい山の斜面に家屋が点在する東祖谷の風景。2007 年に●庵トラストを設立し、かやを育て、かやぶき屋根のふき替えを手伝っている
（写真提供：リンク・コミュニティデザイン研究所）

長崎県・五島列島の北端にある小値賀町は豊かな自然が残る漁村。近年、国際的なアイランドリゾート地になるこ
とを目指し、島を挙げて観光化に努めている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真提供：庵）

て、公共事業が3割ほど減りましたね。これ

以上公共工事が増やせないとなると、高齢

化、過疎化している地方は悲惨な状況です。

そのなかで「観光」は最後の救いといえる

でしょう。しかし、これこそ日本が遅れを 

とっている産業です。製造業が急成長した

時期、観光業は取るに足らない産業だった。

欧米やアジア諸国が観光促進のために高度

な基盤整備を進めているときに、日本は京

都を破壊していたわけです。

　欧州ではもっと早くに地方の「リサイク

ル」をしています。欧州でも日本と同じよ 

うに地方からの若者流出を止められないの

ですが、外部から入ってくる工夫をしてい 

ます。ロンドン郊外のコッツウォルズは昔 

ながらのかやぶき屋根の家屋があり、懐か

しい風景を残していますが、住人のほとん

どはロンドンに通うサラリーマンです。休 

日だけ牧場を手入れしたりしている。つま 

り中身が入れ替わっているのですが、風景

は保たれています。

　結論としては、健全な観光で、初めて日 

本の田舎が立ち直ると思っています。全国

的には無理かもしれませんが、まだ美しい

自然が残っているところは可能です。いま

こそ国家政策として観光業を醸成していく

必要があると思います。

とはできないが、入口のドアの鍵だけは渡

してあげる」ことを目指しているのです。 

プログラムを受けるのは9割が外国人です

が、海外に出向く日本の社会人が受けるケ

ースも増えてきました。今年の夏は「ピー 

プルトゥピープル」でアメリカから高校生 

が2000人ほど来て、「庵」のプログラムを

受けて、とても喜んでもらいました。

日本は、世界の先進国のなかでも桁
けた

外れな

ずれ方をしていると思います。理由はいろ

いろありますが、国の発展を公共工事に依

存しすぎてしまった。同時に、その技術が

古いまま遅れてしまったということです。 

たとえば道路をつくる際も、欧米では、でき

るだけ自然環境を壊さないでつくる技術が

進んでいます。箱ものの管理・運営・経営と

いうソフトの面においても、日本は欧米に

40～50年遅れています。日本は各分野に

おいて、いったんできあがったシステムが 

なかなか変えられないですね。

　特に地方は、公共工事という大きな津波

で、農業・漁業・林業すべてが流されてしま

った。日本のGNPに対する国債の割合はア

メリカの約5倍です。ようやく最近になっ

Q.「庵」は町家再生だけでなく、伝統文化
の体験プログラムも実践されていますが、
どんな思いから始まったのですか。

Q.「庵」は、美しい日本を次世代に残すこ
とを目指しておられますが、これからの日本
には何が必要でしょう。

「庵」取締役会長アレックス・カー氏（談）

（写真：白石ちえこ）

東京オリンピックのあった1964年、アメリカ海軍の弁護士だった父の転勤に伴い
横浜に来たアレックス少年は、日本の古い民家やお寺、山や自然にすぐさま魅せ
られ、ミノルタの二眼レフカメラを持って、夢中で風景を撮影して歩いたという。
東洋文化研究者としての萌芽だった。それから40年以上、日本の変化を見続けて
きたアレックス氏に、日本再生の道を聞いた。

「観光まちづくり」を
国家的な取り組みに

EN
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「観光まちづくり」による
日本再生の可能性

グローバルスタンダードな新温泉旅館

日本独自の演出で世界に通用する
リゾートを目指す
株式会社星野リゾート「星のや 軽井沢」の取り組み

日本を代表する避暑地であり、
高級別荘地として知られる軽井沢に
100 年近い歴史をもつ温泉旅館「星のや軽井沢」がある。
2005 年に、これまでのイメージを一新する
滞在型温泉旅館のスタイルを提案。
豊かな自然のなかに日本らしさを感じさせる快適な空間は
多くの人を魅了し、今では予約が取りにくいほど
人気が高まっている。

SIGHTSEEING
CASE 2

フロントなどがある集いの館前には棚田を模した設えが。緑と水の流れが清々しさを醸している

水辺を囲むように立つ水波の部屋。谷の集落は宿泊客しか足を踏み入れられないプライベートな空間

水面に客室と水行灯の明かりが映り、幻想的な夕景をつくり出している

観光

写真……シヲバラタク
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星のや軽井沢は、1914年に生糸業を営
む星野嘉助によって創られた。当時は星
野温泉「明星館」と称し、湯川沿いにある
土地からは弱アルカリ性の温泉がわき、 
源泉かけ流しの湯として親しまれてきた。
北原白秋や島崎藤村といった多くの文化
人も好んで逗

とうりゅう

留。夏には「芸術自由教育
講習会」を開くなど、文化活動に積極的に
取り組み、また、「日本野鳥の会」の創設
者・中

なかにし

西悟
ご

堂
どう

とともに、避暑に訪れた都
会人に自然の魅力を伝えるため、敷地に
隣接する野鳥の森で自然動植物の研究活
動を行うなど、星野温泉ならではの文化
と自然を築いていった。その後、明星館 
は星野温泉ホテルと改名。増築を繰り返
し、100年近い年月を経た2005年に全
面リニューアル。「もうひとつの日本　谷

の集落に滞在する」をコンセプトとし「星
のや軽井沢」として生まれ変わった。
　森と丘に囲まれ、中心に川が流れる地
形を生かし、その水辺に沿って建物を配
置したランドスケープは、高低差のため 
俯
ふ

瞰
かん

すると谷の集落のようになっている。
現・星野社長のいう「もうひとつの日本」
を体感しながら、心

しん

からリラックスして 
もらうために、その谷の集落に“滞在”す
る。それは、日本が固有の文化を大切に 
して近代化したら、現代のライフスタイ 
ルはどうなっていたか、という空想の世 
界を具現化した場所。古き良き時代に戻
ったり、純和風というものではなく、機能
性、利便性を損なわず現代人に受け入れ
られる、発展した日本独自の姿を表現し
たものだ。星のや軽井沢では、既存のホ
テルにはない、心地よい日本が感じられ
る、新感覚のもてなしを楽しめる。

　

「自然と共存するというスタイルは、創業
以来受け継がれてきた変わらない価値観
だと認識しています。東側の森と西側の
丘からなる谷間の地形は軽井沢のなかで
も異空間で、閉ざされた非日常感があり、
お客さまはそこにくつろぎにいらっしゃ 
います」と話すのは総支配人の吉川竜司
さん。
　リニューアルの際は100年先を見越し
て、自然と共存しながら宿を運営してい 
くために、エネルギー循環やエコツーリ
ズムをデザインベースにした。その考え 
方は徹底している。大規模な工事となっ
たランドスケープについては、敷地内に
生息していた大小合わせて約350本の樹
木を1本も伐採することなくデザインに 
合わせて移植し、自然の姿を再現。素材

についてもよそからもってくることはせ
ず、この土地のものを最大限に生かした。
例えば、山路地のエリアの石垣は、掘削中
に出てきた石を利用。その石垣の隙間に、
キセキレイが巣をつくり、滞在中に楽し 
める自然のひとつとなっている。また、敷
地内には自然保全を行う専門家集団によ
る「ピッキオビジターセンター」があり、 
野鳥の森でのエコツアーを開催している。
　そして、何より驚くことは、施設で使う
エネルギーの約70％を自給していると 
いう点だ。それは創業時から引き継がれ
ている水力発電と、リニューアル時に導 
入した地中熱システムによるもの。日本 
初の本格的な地中熱システムは、地中熱
と温泉の排熱を利用し、自給しているエ
ネルギーの約60％をまかなっている。設
備投資分は、回収するまでに5年かかる
と予想していたが、昨今の石油高騰もあ

り1年8カ月という短期間で済んだ。化石
燃料に頼らず、自然エネルギーを活用す
ることはCO2の排出量を大幅に削減し、 
自然環境保護につながっていく。それは、
軽井沢の自然を求めてやってくる人々に
応えるための欠かせない取り組みであり、
持続可能なリゾートの進むべき方向を示
している。

星のや軽井沢の稼働率は年平均で80％
を超える。高原リゾートでこの数字は驚 
異的だ。新しくリピーターになる人は毎 
月予約ベースで100件を超え、リニュー 
アル以来、10回以上訪れているヘビーリ
ピーターも多くいるという。
　「日本旅館や温泉という文化は日本が
世界に誇る観光資源です。星のや軽井沢

の進化した温泉旅館に楽しく滞在してい
ただきたい。世界中から、ここに泊まる 
ために訪れるという存在になりたいです
ね。少し時間がかかるかもしれませんが、
そうなるための仕掛けを一生懸命やって
いるところです。今は海外からのお客さ 
まは10％程度ですが、さらに増えること
をイメージしています。海外のお客さま 
からは、設えは現代的だがしっかりと日
本を感じさせる環境的な側面と日本人の
ホスピタリティを高く評価していただい 
ています」と吉川さんは話す。
　星野リゾートは、星のや軽井沢での取
り組みを日本各地に広げている。2009
年12月に京都嵐山、2011年には沖縄の
竹富島に、新しい「星のや」がオープンす
る予定だ。世界に照準を定めた新しい日
本旅館が、日本の魅力を再発見する契機
になることを期待したい。

代々受け継がれてきた素質 本当の自然との共存

世界中から人が集まる日本旅館に

集いの館。地元信州の素材の神髄を引き出した軽井沢の日本料理を楽しめる日本料理嘉助（左）とライブラリーラウンジ 左／ 2009 年 7月にオープンしたハルニレテラス。宿泊しなくても買い物や食事が楽しめるエリア　右／谷の集落図

左／大正時代から使い続けられているドイツ製水力発電器　中左／ピッキオのスタッフでエコツアーの案内をしている斉藤あずささん　
中右／総支配人の吉川竜司さん　右／地中熱システムを設計したエネルギー担当の松沢隆志さん

EN



Nelsis Vol.1018 Nelsis Vol.10 19

「観光まちづくり」による
日本再生の可能性

かやぶき屋根を再生し、
よみがえった宿場町で100万人を集める
福島県南会津「大内宿保存会」の取り組み

会津若松から車で南へ1時間、国道118号線から
6kmほど西へ入ったところに、江戸時代の
宿場町の姿を残す「大内宿」がある。
郷愁あふれるかやぶき屋根が並ぶ村の
たたずまいが人気となり、年間100万人
の来訪者を集める観光スポットと
なっている。そこには、懐かしい
日本の風景を守り伝えようとする
地元のたゆまぬ努力があった。

標高650mの山あいにある大内宿。重要伝統的建造物群保存地区に選定された1981年当時は、電柱31本、テレビ共
同受信柱20本のほかに地域の有線放送柱が林立している状況だった。事業費の関係で地中化はかなわなかったが、
新設道路へ移設することになり、1990年に移設工事が終了。今日目にする美しい宿場町の景観がよみがえったので 
ある。現在、44軒のうち33軒がかやぶき屋根に改修。大内保存会が中心となって改修を進めている

SIGHTSEEING

観光 江戸時代の宿場風景を守り伝えるCASE 3
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大内宿は、江戸時代に会津若松城下から
江戸へ通じる下

しもつけ

野街道沿いにあった第三
の宿駅で、荷役・人馬の継ぎ替えや宿場 
を経営しながら農業を営む半宿半農の集
落だった。かやぶき屋根や地割などに江
戸時代の街道宿場の伝統的形態が残って
いるとして、1981年に国の重要伝統的建
造物群保存地区に選定される。これをき
っかけに、村では住民憲章をつくるとと

もに「大内宿保存会」を設立。宿場の保
存・復元の活動を進めている。
　保存会では当初、屋根のふき替えのた
めに近隣から「かや」を買い集めること 
が主な役割だったが、最近では、村人のか
やぶき屋根保存の意識を高めようと、村
じゅう総出で、かや場の手入れや、かや刈
り作業を行っているという。さらに、屋 
根ふき替え作業をやりやすくするため、 
足場や細木、道具の備え付け、貸し出しな
ども行っている。

　交流人口が増え、村全体で経済活動で
きるようになると、当初、保存に消極的だ
った人たちも保存に理解を示しはじめた。
観光にとって景観保存が最も重要である
と認識し、10項目からなる村独自の禁止
事項を策定、現状変更に際しても村仕様
の基準を尊守することとした。現在まで
に９軒が、トタンを剥いでかやぶきに復 
元するなど、自発的に景観整備に努める
ようになったという。
　2009年春まで保存会の会長を務めた

吉村徳男さんは村の変化を次のように語
った。「一時希薄になったコミュニティが
また強くなりました。先人たちがそうだ 
ったように、次世代が村に残り村の文化
を守る。この地で跡取り息子に看取られ 
て人生の終焉を迎えることができるよう
になったと思います」
　大内宿には48世帯約180人の住民が
おり、大内区、保存会、観光協会、青年会、 
婦人会、老人会、念仏講、子ども会、消防
団、婦人消防隊、火消し組、そば生産組合、
結の会の13団体が組織され、それぞれが
村における役割を分担している。
　例えば小学生は夏休みになると、村中
を「火の用心｣と拍子木を叩いて夜回り 
をし、火災から村を守る啓発活動を行っ
ている。また、そば生産組合は積極的に
遊休農地にそばを植えて、村の農的景観
を守っている。廃校になった校舎を活用
して屋根ふき練習場をつくり、毎週日曜
の夜は、青年たちがここに集まって屋根 
ふきの技術習得に励んでいる。
　各団体の活動が歴史景観を守るだけで
なく、村のコミュニティを強化している 
のだ。

宿場は、南北約500m、東西約200mの
範囲。保存会の努力もあり、44軒の集落
で、かやぶき屋根の家屋が33軒も立ち並
ぶ風景は、まさにタイムスリップしたか 
のようだ。旧街道の両脇には用水路が流
れ、懐かしいラムネが冷やされている。 
敷地95坪、建坪40坪の堂々とした家屋
の軒先では、郷土料理のそばや栃餅の店
が出され、地場の陶器や土産物が並び、一
軒一軒のぞいているうちに時間のたつの
を忘れてしまう。
　大内宿の魅力について、吉村さんは次
のように話してくれた。「昭和30年ごろ日
本各地にあったかやぶき屋根の風景は郷
愁そのもの。ここでは風景だけでなく、古
くから伝わる衣食住の文化や、営々と続
けてきた年中行事に触れることができま
す。毎月、新潟からそばと餅を食べにわが
家へいらっしゃる親子は、もう10年も通 
ってこられる。大内に暮らす人々が客人を
心からもてなすからだと思っています」。
毎年2月には雪まつりがあり、かやぶき屋
根に積もる雪景色もまた格別とのこと。

大内宿の周辺には湯野上温泉郷や、会津
本郷焼の工房が集まる美里町、そば打ち
体験ができる「食の館」など多くの観光資
源がある。現在、「大内宿結の会」を中心
として地域連携のネットワークづくりが 
進行。大内宿内でも本郷焼きの窯元と交
流し、会津土産として販売協力を行って
いるほか、地元・下郷町の農家と連携して
地場産品や農産物も販売している。また、
下野街道を中心とした他集落と『高

たかくらのみや

倉宮
以
やもちひとおう

仁王の道ネットワーク』などを立ち上
げ、地域おこしの活動などに協力し合っ
ている。
　1986年には野

や

岩
がん

鉄道会津鬼怒川線が、
87年にはこれと連結する会津鉄道会津
線が開業して、観光地としてのアクセス 
が向上したこともあり、平成に入ると大 
内宿が全国的に有名になる。現在、年間
100万人の観光客を迎えているが、秋の
紅葉など観光シーズンに道路渋滞が発生
し、近隣地域まで影響を与えるので、今 
後はさらなる道路事情の改善が急がれる。

大内宿の景観保全への取り組み

村の魅力 地域との連携を図る

軒先には土産物が並び、観光客を楽しませてくれる

村じゅう総出で屋根のふき替え作業を行う

大内宿の町並みの特徴は寄棟造りの建物が道路と直角に整然と並んでいることで、この地方の宿場形態の典型的なものとされる

大内宿配置マップ
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れる熊川宿（福井）は、調査事業が出発点と
なって、まちづくりに発展していった事 
例のひとつ。日本ナショナルトラストが 
調査に入り、地域の文化的・歴史的価値を
示したことで、町並み保存にまで発展して
いった。地元にとっては「これが観光資 
源になるの？」というようなものでも、外
から見ると高い価値があるということに
気づいてもらうための取り組みとも言え
る。
　

「当財団の事業は会員の皆さまや賛助団
体さま、そしてボランティアの皆さまほ
か、多くの方々のご支援に支えられてい 
ます」と話すのは事業課の宮原智子さん。
　財団法人だからといって国から定例的
な助成金はなく、会員約2000人からの
会費や企業からの賛助金などが主な活動
資金だ。スタッフは理事長が1人に、総務
課1人と事業課3人だけ。限られた資金、 

ィアや市町村、企業などと連携を図りな
がら、それぞれに合った形で、まちの観光
資源として活用している。
　次に「ヘリテイジセンターの整備・運
営」。ヘリテイジセンターとは文化館のこ
とで、地域の文化的・歴史的価値について
調査をした後、観光的な拠点となるよう
な施設を建設していく取り組みだ。所有
は日本ナショナルトラストになるが、建 
設後の主な運営は地元に任せ、地域のま
ちづくりに貢献している。
　3つめは「調査事業」。これまでに全国
各地で200件あまりの自然や文化遺産に
ついて調査を実施している。地域にある
遺産の価値を見いだし、まちづくりにつ 
なげていく。例えば、若狭鯖街道で知ら

財団法人日本ナショナルトラストは、19　
68年に観光資源保護財団として設立さ
れた。以来40年間にわたり、日本の自然
および文化的・歴史的遺産の保護活動を
続けている。
　主な活動は3つあり、まずひとつは「観
光資源の保護活用」。天心遺跡記念公園お
よび天心墓所（茨城）、SL列車トラストト
レイン号（静岡）、白川村合掌造り民家2棟
（岐阜）、旧安田楠雄邸庭園（東京）、駒井家住
宅（京都）など、全国に11件の文化的・歴
史的資産を所有している。ただ所有する
だけでなく、一部を除き基本的には修復
後に公開などの利活用を行い、ボランテ

日本らしい風景を求め、スクラップ＆ビルドから、持続性が感じられる景観の時代へ。
そんななかで、地域に残る文化や歴史的遺産の重要性に早い時期から着目し、
保全活動を進めてきたのが財団法人日本ナショナルトラスト（JNT）だ。
観光立国をかかげる今、これまでの地道な取り組みが再評価されている。

人手で日本の文化的・歴史的遺産の保護
活動に奮闘している。こんな小さな組織
だが、日本ナショナルトラストが果たす 
役割は大きい。その存在意義を感じさせ
る一例を次に紹介する。
　東京都文京区にある旧安田楠雄邸は、
1919（大正8）年に実業家・藤田好三郎氏
の自邸として建てられ、その後1923年 
に安田財閥の安田善四郎氏が購入した。
70年余りにわたり大切に住み継がれて 
きたが、1995年に存続の危機が起こる。
高額な相続税のため屋敷を売りに出す広
告が出たのだ。それを知った地域の有志
が「たてもの応援団」という会を発足し、
相続人である安田夫人に日本ナショナル
トラストへ寄贈することを提案した。屋 
敷を残せるなら、と安田夫人は承諾。相
続から10カ月以内に税務上の手続きを 
完了しなければならず、時間的制約のな
かで免税団体である日本ナショナルトラ
ストが素早く対応したことで、近代和風 
の名建築が残された。また、何より文化 
財として活用されることに、地元の人た 
ちは喜んだ。

　1998年には東京都が名勝に指定。
2003年から3年かけて建物の修復工事
に着手するも、都の補助金が80％から
50％に減ってしまう。日本ナショナルト 
ラストの負担が大きくなり、資金面で苦
境に立たされていたとき、都内在住の篤
志家が6000万円という高額な寄付をし
てくれる。そのおかげで建物を無事修復
することができた。旧安田邸の建物は
2007年から一般公開を始め、現在では
日本ナショナルトラストが、たてもの応 
援団（2008年よりNPO法人。正式名：文京歴史
的建物の活用を考える会）に管理・運営を任
せている。2008年の入館者は1万1177
人。その公開を手伝うボランティア「旧安
田邸サポート倶楽部」の登録者数は約
100人にも上る。

設立40周年を迎えた日本ナショナルト 
ラストでは、今後に向けて中期計画を練 
っている。「未来に文化的・歴史的遺産を
引き継ぎ生かしていくために、援助を必

要としている人たちは全国にいます。大 
切なのは地域の現場が動いて初めて道が
開けていくということ。そのきっかけづ 
くりに携わることができればと思ってい
ます。そういった活動の基盤固めのため
にも、会員や賛助団体さまを少しでも多
く増やしていきたい。より多くの皆さま 
に日本ナショナルトラストを知っていた 
だければと思います」と宮原さんは語る。
　日本ナショナルトラストでは、広く会 
員を募集している。会員に向けた会報を
年10回発行するだけでなく、さまざまな
参加型のイベントを開催。それらを通じ
て財団の活動を理解してもらい、個人、企
業を問わず支援をお願いしている。また
若い人たちにも積極的に活動に参加して
もらえるよう、個人会員年会費のユース 
割引制度を開始した。ひとつひとつは小
さな援助でも、集まれば日本ナショナル
トラストの活動の幅は大きく広がる。日 
本らしい景観を保護し、自然や歴史を生
かしたまちづくりにつなげる試みは、誰 
もが訪れたくなる魅力あふれる国へと進
むための道しるべになるだろう。

飛騨の匠文化館（岐阜）。1989年
に日本ナショナルトラスト設立
20周年記念事業として日本宝く
じ協会の助成で建設。飛騨の匠
の技を受け継ぐ大工によって、釘
などの金具をいっさい使わずに
建てられた

保護活動を進めて40年

大きな力を発揮する小さな組織

未来につなげるお手伝いを

自然や歴史的景観の
保全活動が観光資源を生み出す
日本ナショナルトラストの取り組み

上／琴引浜（京都）。JNTによる総合調査の結果を受けて、平成 19 年に全国の鳴砂の浜として初
めて国の天然記念物および名勝に指定。鳴砂の希少性や風景の美しさ、地域による長年の保護活
動の実績も評価された
左／瀬戸川用水沿いの白壁土蔵（岐阜）。増島城の城下町としての町並みを今に残している
下左／旧安田楠雄邸（東京）。在来建築技術と西洋の新しい技術力、大正期までに高まった工業技
術力で造られた近代和風建築と庭園。都から名勝として文化財に指定されている　
下右／旧安田楠雄邸の新しくなった表門。修復事業は公開された今も続いている
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【富山県】 
◆越中五箇山／S52
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◆琴似屯田兵村兵屋／S47　◆タンチョウ／S50
◆サロベツ原野の植生／S51　◆小樽運河と石造倉庫群／S53
◆標津の自然と遺跡群／S54　◆歴史のまち・江差／S57
◆厚沢部町・観光からのまちづくり／H2
◆美利河・花石の砂金採掘跡／H7　○北海道余市の運上家

【青森県】
◆さいはての霊場恐山／S51　◆津軽北端・小泊村の村づくり／S62　◆津軽の庭／S52　
◆黒石のこみせの町並み／H13

 1トキ生息地の保護
 2岡倉天心旧居とその周辺
 3淡路人形浄瑠璃
 4箱根旧東海道及び石塔石仏群
 5高山市上三之町
 6中山道妻籠宿付近
 7白川郷合掌造り民家群
 8綾子舞　
 9山伏神楽
10山紫水明処　
11石川啄木旧居
12旧大乗院庭園
13偕楽園好文亭
14祇園祭船鉾
15萩城跡
16毛越寺の延年
17秋保の田植踊
18大日堂舞楽
19黒川能
20チャッキラコ
21睦月神事芸能
22西浦の田楽
23三河花祭の芸能
24長滝の延年
25壬生狂言
27幸若舞
28一乗谷朝倉氏遺跡
29谷川士清旧宅
30吉備路風土記の丘
31琴似屯田兵村兵屋
32北海道余市の運上家
33良寛旧居五合庵
34小林一茶終焉の跡
35法輪寺三重塔
36白水阿弥陀堂
37角兵衛獅子
38角舘の枝垂桜
39猪熊邸
40国東半島の石塔、石仏群
41堂崎天主堂
42善光寺道海野宿
43三井寺法明院
44最上紅花
45蓮華峰寺
46神坂峠
47多摩川流域
48早池峰の自然と民俗
49美濃古窯跡群
50河内の飛鳥
51高倉群
52タンチョウ
53黄八丈
54群馬総社古墳群
55恵日寺周辺
56巻機山
57旧安田楠雄邸
58駒井家住宅
59トラストトレインの歴史的車両
60ED70形1号交流用電気機関車
61旧モーガン邸
62乗鞍山麓五色ヶ原

新潟県　新穂村
茨城県　北茨城市
兵庫県　南淡町
神奈川県　箱根町
岐阜県
長野県　南木曽町
岐阜県　白川村
新潟県　柏崎市

京都府　京都市
岩手県　玉山村
奈良県　奈良市
茨城県　水戸市
京都府　京都市
山口県　萩市
岩手県　平泉市
宮城県　秋保市
秋田県　八幡平村
山形県　櫛引町
神奈川県　三浦市
福井県　清水町
静岡県　水窪町
愛知県　東栄町
岐阜県　白鳥町
京都府　京都市
福岡県　瀬高町
福井県　福井市
三重県　津市
岡山県　高松市、総社市
北海道　札幌市琴似一条
北海道　余市町
新潟県　分水町
長野県　信濃町
奈良県　斑鳩町
福島県　いわき市
新潟県　月潟村
秋田県　角舘町
香川県　白鳥町
大分県
長崎県　福江市
長野県　東部町
滋賀県　大津市
山形県　山形市
新潟県　小木町
長野県　阿智村
東京都・神奈川県
岩手県　大迫町
岐阜県　可児町
大阪府　曳野市
鹿児島県　大和村
北海道　釧路村
東京都　八丈町
群馬県　前橋町
福島県　磐梯町
新潟県　塩沢町・六日町
東京都　文京区
京都府　京都市
静岡県
滋賀県　長浜市
神奈川県　藤沢市
岐阜県　丹生川村

【秋田県】
◆角館の武家屋敷と枝垂桜／S48　○大日堂舞楽

【宮城県】
◆村田の歴史的町並み／H5　○秋保の田植踊

【山形県】
◆米沢の旧武家屋敷群／H6　○黒川能　◆最上紅花／S49　◆眺山丘陵と下小松古墳群／H9

【新潟県】
◆良寛遺跡五合庵／S47　◆角兵衛獅子／S47　◆蓮華峰寺周辺／S49　◆巻機山の自然／S51　
◆撞木造りの町並と米沢街道／S62　◆天領出雲崎の町並と歴史的遺産／H2　
◆豪雪地渋海川流域の景観とその環境／H10　◆村上の町家と町並景観／H14　○トキ棲息地　○綾子舞　
▲村上歴史文化館

【福島県】
◆白水阿弥陀堂／S47　◆恵日寺周辺／S51

【茨城県】
●天心遺跡記念公園・墓所　○偕楽園好文亭

【千葉県】
◆肉食植物群生地／S47　◆芝山古墳群／S50　◆佐倉の武家屋敷／S56　◆佐原の町並み／S57　◆飯高寺を中心とした巨木を育む里山／H15

【山梨県】
◆武田氏遺跡／S49　◆天津司舞／S50　◆上条集落の切妻民家群／H16

【東京都】
◆かぶと造り民家群／S47　◆多摩川流域自然環境（東京都、神奈川県境）／S47　◆多摩川地方山城跡（東京都、神奈川県）／S48　◆旧東海道筋 3（東京都、神奈川県）／S49　
◆鳳凰の舞／S49　◆旧中山道 3（東京都～群馬県）／S50　◆八丈島／S50　○黄八丈　●旧安田楠雄邸庭園

【石川県】
◆揚浜塩田／S47　◆古九谷窯跡／S48　◆尾口の木偶回し／S50　◆三井の茅葺き民家／H4　
◇名勝「白米の千枚田」保存管理計画策定／H13,14　◇輪島の文化的景観・民俗技術調査／H17

【神奈川県】
◆多摩川流域自然環境保全（東京都、神奈川県境）／S47　◆多摩川地方山城跡（東京都、神奈川県）／S48　◆旧東海道筋 3（東京都、神奈川県）／S49　◆猿島の自然／S53　
◇国府津地区国道一号周辺まちなみ調査／H14　◇横須賀市近代化遺産調査／H10・11　○チャッキラコ　○箱根旧東海道及び石塔石仏群　●旧モーガン邸

【長野県】
◆高遠／S48　◆旧中山道1／S48　◆善光寺道／S49　◆神坂峠／S49　◆旧中山道 2（長野県～草津）／S49
◆木曽路／S51　◆木曽開田高原／S53　◆信州飯田・大平宿の集落／S55　◆信州須坂の歴史的町並み／S63・H2
◆風穴と小諸宿の町並み／H4　◆白馬桃源郷青鬼の集落／H8　◇名勝姥捨田毎の月保存管理計画策定／H10・11
○中山道妻籠宿付近　○小林一茶終焉の跡　○善光寺道海野宿

【岐阜県】
◆旧中山道 2（長野県～草津）／S49　◆高須輪中地域／S49　◆美濃古窯跡群／S50　
◆飛騨古川の町並まちづくり／S61　◆伝えよう・大湫宿の自然と町並み／S63　
◆白川村の合掌造り民家／H1　◆白川村平瀬地区街並み環境整備事業調査・計画策定／H15
◆乗鞍山麓五色ヶ原学術調査／H15　○高山市上三之町　○長滝の延年　●白川郷合掌造民家旧寺口家　
▲白川郷合掌文化館（旧松井家）▲飛騨の匠文化館　○乗鞍山麓五色ヶ原

【静岡県】　
◆旧東海道筋 1（静岡県内）／S47　○西浦の田楽　●トラストトレイン

【愛知県】
◆旧東海道筋 2（愛知県以西）／S48　◆旧中山道 2（長野県～草津）／S49　◆瀬戸古窯跡群／S52　
◆三州足助の町並み／S52　◆尾張・津島の町家と町並み／S59　○三河花祭の芸能

【三重県】
◆関の町並み／S54　◆伊勢河崎の町並み／S54　◆美旗古墳群とその周辺／S56　◆斎宮跡／S57　
◆伊勢松坂／S62　◆美杉村・多気の歴史遺産調査／H5　◆伊勢街道市場庄の町並み／H9　○谷川士清旧宅

【滋賀県】
◆旧中山道 2（長野県～草津）／S49　◆三井寺法明院／S49　◆天平古道（奈良県～滋賀県）／S53　
◆ワークショップによる博物館都市長浜と大通寺／H7　◆中山道柏原宿の町並調査／H9　◆城下町彦根の町並／H11　
◆日野商人と桟敷窓の町並み保存とその活用／H12　◆ホフマン窯と赤煉瓦／H15
○ ED70 形 1号交流用電気機関車　▲長浜鉄道文化館　▲北陸線電化記念館

【奈良県】
◆法輪寺三重塔／S47　◆旧大乗院庭園／S47　◆山の辺道／S48　◆天平古道（奈良県～滋賀県）／S53　
◆葛城の道／S58　◇名勝月瀬梅林保存管理計画策定／H1　○法輪寺三重塔　▲葛城の道歴史文化館　
▲名勝大乗院庭園文化館

【大阪府】
◆河内の飛鳥／S49　◆富田林の町並みと民家／S50　◆平野の町並／S60　
◆泉州・熊取・旧中林綿布工場保存活用調査／H10

【和歌山県】　
◆黒江の町並みと民家／S58　○長保寺

【岡山県】
◆吉備路風土記の丘／S47　◆瑜伽山蓮台寺／S48　◆因幡街道・大原宿の町並み／S61　
◆陣屋町足守の町並み／S63

【福井県】
◆一乗谷朝倉氏遺跡／S47　◆越前味真野の里／S52　◆宇波西神事／S52　◆鯖街道熊川宿の町並み／S60
◆旧若狭街道の自然と歴史遺産／H4　◆越前大野の城下町と町家／H10　◇東尋坊地域活性化調査／H12
○睦月神事芸能

【京都府】
◆鷺舞神事（京都府、山口県、島根県）／S48　◆琴引浜の鳴砂／S59　◆美山の茅葺き民家の保存と再生／H5
◆網野銚子山古墳／H6　◆舞鶴の赤煉瓦建造物群／H8　○頼山陽史跡山紫水明処　○祇園祭船鉾
○壬生狂言　▲琴引浜鳴き砂文化館　●駒井家住宅

【兵庫県】
◆室津の町並み／S47　◆篠山の城下町／S48　◆利神城と平福の町並み／S58　◆摂津・多田銀銅山／S59　
◆摂津・多田銀銅山・第 2次／S60　◆江井の町並みと廻船問屋住田家／S62　○淡路人形浄瑠璃

【島根県】
◆出雲玉造遺跡／S48　◆鷺舞神事（京都府、山口県、島根県）／S48
◆三徳山／S49　◆津和野／S49　◆大元神楽／S51　◆たたら製鉄とその関連遺跡／S52　
◆吉田村の町並／H1　◆斐川平野の築地松と散居集落／H2

【広島県】
◆比婆・東城の町並／S56　◆東広島市の町並／H3
◆厳島神社門前町ー安芸の宮島町並調査／H16　◇尾道市歴史的建造物及び町並調査／H18・19

【山口県】
◆鷺舞神事（京都府、山口県、島根県）／S48　◆石城山／S51　○萩城跡

【福岡県】
◆聖福寺周辺／S49　◆修験の里・求菩提山／S55　◆八女丘陵／S53　◆草野の町並み／S61
◆二丈町・姉子の浜の鳴砂／H11　○幸若舞

【佐賀県】
◆有田古窯群跡と町並・窯跡編／S54　◆有田古窯群跡と町並・町並編／S55
◆有田古窯群跡と町並・町並編 2／S56　◆有田古窯群跡と町並・提言編／S57

【長崎県】
◆五島の初期教会堂と堂崎天主堂／S48　◆厳原／S50　◆長崎・中島川と石橋群／S51　
◆長崎・中島川と石橋群・その 2／S58　◆黒島の自然とキリシタン／H6　◆玖島城址と大村と武家屋敷通り／H11
◆島原ーキリシタン弾圧の痕跡を残す町家と町並み／H13　◆平戸の町並み／H14　○堂崎天主堂

【熊本県】
◆三角西港の石積埠頭／S59　◆水俣の歴史・文化環境と薩摩街道／S61　◆緑川流域石橋群／H1

【大分県】
◆国東半島の仏教文化／S48　◆豊後竹田／S51　◆国東六郷満山文化／S55　◆臼杵の町並み／S60　
○国東半島の石塔、石仏群

【宮崎県】
◆御崎馬／S48　◆高千穂／S50　◆甦る日向国都於郡城／H3　◆油津の町並と堀川運河／H8

【鹿児島県】
◆風葬墓地／S47　◆知覧／S49　◆高倉群／S50　◆清色城と入来／H2　◆麓武家屋敷群／H2　
◆奄美大島笠利町の民家調査／H7

【愛媛県】
◆外泊の石垣集落／S52
◇水と翠のまち西条の歴史遺産／H14
▲四国鉄道文化館

【高知県】
◆檮原の文化と環境／S59

【香川県】
◆猪熊邸／S48

【徳島県】
◆阿波藍／S52　◆阿波貞光／H3

◆沖縄の観光資源総合調査／S47
◆竹富島の民家と集落／S50
◆与那国島の植生／S52
◆渡名喜島伝統集落周辺域における自然的歴史景観の
　保全活用調査／H12
◆竹富町波照間島の歴史的景観の保存活用調査／H17

【岩手県】
◆早池峰／S50　◆遠野／S50　◆南部の曲り家／S58　
○石川啄木旧居　○毛越寺の延年

【栃木県】
◆迫間湿地の保全と利活用／S63　◆栃木の町並み景観／H17

【埼玉県】
◆旧中山道 3（東京都～群馬県）／S50　◆ふるさとの原風景・浮野の里ー市民参加による保全活用計画／H12　◆旧吉田宿の町並み調査／H13

【その他広域調査】

◆保護を要する観光資源調査／S46
◆全国鳴き砂調査／H9（地球環境基金助成）
◇伝統的集落における歴史的環境整備を中心とし　
　た地域活性化方策の調査／H9／文化庁
◇歴史的宿泊施設の観光活用を通じた地域活性化
　推進調査／H11／運輸省
◇東北地方における都市間連携による広域観光圏
　整備計画調査／H13／文化庁
◇棚田地域等の多面的機能を活用した体験活動に
　よる地域活性化推進調査／H13／文部科学省
◆すぐれた自然環境としての葦原・茅場の保全活
　用調査／H13・14（地球環境基金助成）
◇茅葺民家に関する調査研究／H14／（財）都市農
　山漁村交流活性化機構
◆観光資源としての鳴き砂（鳴り砂）の浜の総合調
　査／H15・16・17（日本財団助成）
◇中国・四国地方の自然、歴史・文化を活かした魅
　力溢れる地域づくりに関する調査／H16／国土
　交通省
◇地域遺産を活用した地域の観光振興方策策定／
　H18・19／国土交通省
◇地域の観光振興のための地域遺産の保全及び活
　用におけるボランティアのあり方検討／H20／観
　光庁

◆：調査（◇は受託調査）

●：プロパティ
▲：ヘリテイジセンター
○：保護対象

東 北 地 方

関 東 地 方

【群馬県】
◆武尊山／S50　◆旧中山道 3（東京都～群馬県）／S50　◆群馬総社古墳群／S51
◆「総社・元総社」歴史の散歩道計画／H1　◆巻機山の自然（群馬県、新潟県）／S51

中 部 地 方

近 畿 地 方

財団法人
日本ナショナルトラスト

　観光資源保護調査等の実績
（平成 21年 4月現在）

九 州 地 方

四 国 地 方

中 国 地 方

沖 縄 県

北 海 道保護対象一覧

保護対象 所在地



不況をチャンスと捉え、
新たな挑戦へ
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限りなくムダをなくし、代理店・販売店さ
まと共に活動した経営にしていかないと
淘汰されてしまう、ということです。

生き残っていくためには、少数精鋭で利
益を重視した会社にしていく必要がある
でしょう。私は例えて「新幹線型経営」と
いう話をよくします。これまでの会社の 
多くは、社長が機関車のように後ろの車
両をぐいぐい引っ張っていく、という形 
態のものが多かったように思います。と 
ころが新幹線というのは車両ごとにコン
ピュータが搭載され、16車両それぞれの
力を合わせて時速300kmというスピー 
ドが出るのです。そのほうが効率がよく、
強さも出せるわけです。職場でも同じよ 
うに、社員ひとりひとりに力をつけてもら
わないといけない。ひとりひとりが目標 
をもち、方針書をつくり、それを実行す
る。その結果を上司がサポートしていく 
ような会社にしたいと思っています。
　実際、少しずつそういうスタイルにな 
ってきているので、これから進むべき方 
向としては大丈夫でしょう。全社員が変
わってきているような気がします。
　また、私が中心となって定期的に、商品
開発や生産業務関係の管理職指導会をや
っています。営業部門の報告会にも毎回
参加し、さらに全営業所・支店に出向いて
社員の報告を聞いています。開発、業製、
営業という3分野における中心的なメン
バーの方針管理や報告を聞くなかで、そ
れぞれがしっかり機能していることを感
じています。が大切です。では基本とは何か。新商品を

しっかり世の中に出し、コストダウンを図
り、それを評価してくださるお客さまを 
つくる、ということだと私は考えます。
　家の新築着工戸数は、2006年度で約
128万5000戸ありましたが、2009年 
度では80万～85万戸になろうとわれわ
れは予想しています。関連する業界にお
いては3年間で約45万戸分の需要がな 
くなるという厳しい状況が生まれていま
す。ですから本当にお客さまの声を聞き、

近年、大変な不況にみまわれ、建設業界全
体をみても、この先、状況が短期的によく
なる可能性は低いと思われます。一方で
は少子高齢化がどんどん進み、大きな政
策転換でもしない限り子どもの数が増え
ることは難しいでしょう。そこから出て 
くる需要ですから、限界もあります。こん
な時期こそ、経営の基本に立ち返ること

一般に住宅工事は65％が新築で、残り
35％がリフォームという割合です。私た
ちの商品販売は、新築の場合はほとんど
が全国の代理店・販売店さまを通して流
通しているので、ルート販売網が確立し 
ており、これまでもかなり高い評価をい
ただいています。
　しかし今後は新築の減少を見越して、 
リフォーム関連を強化していく必要があ 
ります。リフォームのエンドユーザーで 
ある生活者の皆さまにTOEXという企業
をもっと知っていただくために、今年の 
9月から大橋のぞみさんを起用したテレ 
ビCMを流しています。そのCMを基点に
して、一般雑誌やラジオを活用したクロ
スメディア戦略を立てています。
　TOEXでは一般ユーザーさまに直接販
売はしていませんので、CMでご覧にな 
った商品の購入方法がわからない場合は、
TOEXのホームページから、当社のエク 
ステリアリフォームのネットワークであ 
る「自然deくらす登録店」のページにア
クセスしていただき、お問い合わせいた
だくという流れをつくり、新たなお客さ 
まの対応をしていきたいと思っています。
お電話の場合でも、建築関係のプロでは
ありませんから、一般ユーザーさまのお 
問い合わせにわかりやすくお答えできる
よう説明の仕方を工夫するなど徹底して
います。このようにメーカーとしての取 
り組みを一般ユーザーさまに広げていく
作業を進めています。
　

港湾や駅前、学校や公園など公共の場所
に設置されたTOEXの商品を見るとうれ
しくなります。販売店さまからも、公共 
の場で使われている信頼度を強みにして
いきたいという声をよく耳にします。
　これまでの公共事業は景気浮揚策がほ
とんどでしたが、現在は「豊かな都市づく
り」のための公共事業、という動きが出て

きています。インフラの整備から質を重 
視した公共空間の2度目の進化を遂げる
時代に入ってきたと言えるでしょう。で 
すから価格競争ではなく、豊かな都市を
つくるために外構資材はどうあるべきか、
住宅で培ってきた美しいエクステリアの
実績から、景観にマッチするものが提案
できると信じています。
　当社は住宅エクステリアではトップメ 
ーカーですが、エクステリアは個人の住 
宅だけでは完結せず、都市空間にまで広
がります。今後はエクステリアメーカー 
として、街全体を美しく、機能的で、しか
もエコロジカルであるものを提案してい
く役割があります。
　そういう意味では、環境エクステリア
もキラリと光るメーカーを目指して、今 
後も拡充できるのではないかと思ってい
ます。
　先日、通りかかった東京駅のタクシー
乗り場で当社のシェルターが設置されて
いるのを見てとてもうれしく感じました。
渋谷駅前のバス停にも使われていますし、
秋田駅の230mほどのロータリーのシェ
ルターもTOEX商品です。ほかにも、小倉
駅前や種子島空港、成田空港など多くの
人が行き交う空間で採用していただき、 
今後も公共空間におけるひとつの担い手

になりうると思っています。
　また、公共空間を重視した戦略を打つ
ことで、新たな市場が開拓できます。こ 
こ数年は厳しい状況が続くと思われます
が、社会の担い手という意識をもって邁
進していくつもりです。

まずは人ありきと考えています。社員個 
人のレベルを上げ、その上に新商品やル 
ート開拓が重なって盤石な体制が生まれ
ると思っています。社員ひとりひとりが 
しっかりした商品知識をもち、皆さまに 
わかりやすくアピールすることができれ
ば、企業イメージは後からついてきます。
現在、商品開発や営業においても、住宅
部門と環境部門の垣根なく協力できるよ
うな体制づくりを進めています。個人の 
住宅エクステリアもTOEX、一歩外に出
た都市空間もTOEX。同じ品質と美しさ
をもつ商品ですばらしい街並みをつくる
企業になることが夢です。
　TOEXは今後も、時代の変化に対応す
るのではなく、変化を起こす企業を目指 
していこうと思っています。

コスモポート種子島（鹿児島県）

福田功（ふくだ　いさお）東洋エクステリア株式会社　
取締役社長

ネルシス 10周年記念インタビュー

1974年11月に設立された東洋エクステリア（呼称：TOEXトエックス）は、自然の
恵みを生活に取り入れた“自然浴”という暮らし方を提唱し、健康的で快適
な生活環境づくりを進めてきました。現在、事業部門は「住宅エクステリア」
「自然浴エクステリア」「環境エクステリア」の3つのフィールドから構成さ
れています。そのなかの「環境エクステリア」部門は、施設外周のフェンスや
引戸、バス停や通路のシェルター、車止め、河川や道路の柵など、公共空間
のさまざまな商品を扱っています。
本誌『ネルシス』は、この環境エクステリア部門が年1回発行する情報誌で、
今年で10号を数えました。発刊10周年を記念して弊社社長が、メーカーの
使命と未来への抱負を語ります。

経営の基本に立ち返ることが大切

成田空港（千葉県）

JR 秋田駅（秋田県）JR 小倉駅（福岡県）

環境分野でもリーディング
カンパニーを目指して

TOEXの企業認知度を高めるため、テレビCMを今秋
より放映

新幹線型の会社運営

新たな販売網の確立を目指す

人々が行き交う公共空間での役割

（写真：白石ちえこ）
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ネルシス 10周年記念対談

好評です。公共の市場においては、強度
を重視しているせいもあってか土木的な
イメージの商品デザインから抜けきれて
いませんでした。住宅エクステリア商品 
では、すでにデザイン重視で商品開発が
進んでいて、ボルトやビスといった部品 
類は見えない、隠すようになってきてい 
ます。住宅エクステリア部門をもつ強み 
を生かし、環境エクステリアでも新しい
色の展開や洗練されたデザイン性をプラ
スして、業界で一歩リードした商品の展 
開を進めていきます。

長廻：これからの時代を見据えると「エ
コ」は、はずせません。エクステリアの視
点から見ると、いろいろな意味で屋根は
重要な位置を占めています。ソーラーパ 
ネルで都市にかかる屋根を機能化する。 
自然エネルギー商品は、そこでつくり出 
した電力をどう使うかというシステムづ 
くりにまでかかわってくる話です。自動 
車など、いろいろなものがどんどん電気
化されてきていますので、ソーラーパネ 
ル需要に対して、相当な勢いで都市のイ
ンフラが整ってくるでしょう。エコから 
生まれてくる新しい需要に応えるため、 
エクステリアだからこそ実現できる商品
提案を行いたいと思います。
小林：実はTOEXでは十数年前に、ソー
ラーパネルや汚水利用、屋上緑化などの
研究開発を行っていました。なんとか商
品にならないかと試行錯誤しましたが、 
時期尚早でうまく進まなかった。そして
今、やっとそういう時代になってきた。十
数年前は、時代を先読みしすぎて商品開
発にまで至りませんでしたが、そのとき 
のスタッフはベテラン社員として活躍し 
ています。会社の財産として培ってきた 
研究成果があるので、今後早い時期に商
品を具体化していこうと考えています。 
緑化や汚水利用、ミストなどのエコ的な要
素を取り入れていくつもりですが、それ 
を前面に出すのではなく、TOEXの商品

はエコであって当たり前にしたい。エコ 
機能を定番商品にうまく融合させていき
たいですね。

長廻：2009年10月に、高いデザイン性
を備えた「アーキライン」シリーズを新発
売しました。公共空間では、大きな敷地 
を囲うフェンスが主力商品のひとつです
が、新しい需要を生み出そうと開発した
のが、敷地内で使っていただくスクリー 
ンフェンスです。例えば建築の正面の一
部分や室外機まわりなどに目隠し的な使
われ方を想定しています。スクリーンフ 
ェンスの柱は、連続性を途切れさせない
ように格子部分と一体化して見た目を美
しく、デザイン性を高めています。今ま 
での土木的イメージから脱却し、建築側
に歩み寄ったかたちで新しい需要を掘り

起こしていこうと開発された先駆け商品
です。これまで以上に建築的なエリアに
入り込んでいき、設計者サイドの要求に
応えられるような商品開発に取り組みま
した。もちろん、引戸やシェルターとい 
った主力商品でもデザイン性の高いアー
キラインシリーズを展開していきます。

小林：個人的なことですが、最近、歴史的
な場所巡りをしています。TOEXの事業 
ルーツは門扉ということもあってか、皇 
居などの門を見て歩くことが楽しいです
ね。平泉の毛

もう

越
つう

寺にも足を運びましたが、
今は門がなく庭園が広がっています。毛
越寺と、阿修羅像が収蔵されている興福
寺の復元図を見てみましたが、いずれも 
門と回廊が巡らされ、現在の姿とはぜん
ぜんスケール感が違い風格があります。 
公共空間にとって、いかに門とフェンス 
が大切かをあらためて実感しました。
　数百年前にできた昔の門を見て歩いて
思ったのですが、古い門と新しいものと 
をコラボレーションするのもおもしろい
のではないか。新旧をうまく融合させる、
そんな空間づくりもこれから求められて 
くるでしょう。エクステリアのリーディ 
ングカンパニーとして、これまでにない 
取り組みにチャレンジしていきたいと思 
っています。
長廻：最近訪れた北京のメインストリー 
トには驚きました。オリンピックを中心 
に都市整備されたためか、整然として設計
が一本通っているような、都市として近代
的な美しさを感じました。日本も都市環
境全体の美しさが出てくると、ヨーロッ 
パに引けを取らない魅力あるアジアの都
市になるのではないでしょうか。いずれ 
にしても、まちの風致で重要なのは外側
の風景を建築とマッチさせることだと思
います。TOEXの商品はまちのなかに出 
て目立つようなものではなく、しっくりな
じむ、まちに溶け込むようなデザインで、
より快適な環境づくりをお手伝いできる
メーカーになりたいですね。

長廻：近年、公共事業はどんどん規模が
小さくなってきています。日本は一時期 
のように施設を次々とつくっていくよう 
な政策から、次のステップに移ってきて
いる。オバマ大統領が「グリーン・ニュー
ディール」政策を打ち出しましたが、日 
本でも都市環境のインフラを再び見つめ
直す時期にきているのではないでしょう

か。従来のインフラを再設計する際に役
立つメーカー、採用されていくメーカー 
にならなくてはいけません。
　これまでTOEXでは、最終的な施主で
ある役所に対して積極的に営業をしてき
ました。また施主の設計をお手伝いする
設計事務所に対しても、専門チームをも 
って一生懸命に声を聞いてきました。
TOEXの商品はこれです、と提供するだ
けでなく、ニーズをどうやって吸い上げ
て、解決し具体化していくのか、それが 
大事です。一緒に都市設計を提案させて

いただけるパートナーのような存在にな
れるよう、さらなる営業の強化を目指し
て、2008年から「市場開発部」をスター
トさせました。ベテランメンバーからな 
る特殊物件専門の営業部隊をもつ市場開
発部で、あらゆる物件の提案型営業をし
ています。
　都市はデザインに限らず、さまざまな 
面で常に進化しています。その進化に遅
れをとらない、それどころかTOEXから 
公共空間に新しい価値を提案するような、
そんなメーカーを目指していかなくては 
いけません。
小林：環境エクステリア部門ができて約
30年になります。TOEXには「住宅エク
ステリア」「自然浴エクステリア」「環境エ
クステリア」の3つの部門があり、これま
ではそれぞれ別のユーザーさまに営業し
てきました。
　しかし、考えてみると個人住宅と公共
空間は道路を介してつながっていて、ま 
ちづくり、道づくり、家並みづくりは一緒
のはずです。これまでは、それぞれの空間
ごとに商品開発が行われてきましたが、 
連続性があってこそ、初めて美しいまち 
づくりができるのではないか。エクステ 
リア業界全体が、ようやくそういった動 
きになってきたのだと感じています。こ 
れからのTOEXは同じ品質、同じコンセ 
プトで、住宅や環境の垣根を越えて取り
組んでいく方針です。
　TOEX商品では以前からカラーを重要
視してきました。主力部材であるアルミ
は、さまざまな表現ができる素材のひと
つですが、カラーと融合させることでさ 
らに魅力ある商品が生まれます。おかげ
さまで、TOEXが展開しているアースカラ 
ーは自然なエクステリアを演出できると

時代を見据え、魅力ある
環境エクステリアメーカーに
長廻 悟

TOEXでは、公共事業を扱う環境エクステリア部門ができた30年前から「景
観」ではなく「環境」という言葉を選んで使ってきました。これは、風景のひと 
つとしてただ商品をつくるのではなく、周辺の自然や人 と々のかかわりといっ
たことも考えて商品づくりを目指そうという意識からきたものです。
2000年には「Nelsis  ネルシス（Nature・自然＋Element・自然力・恵み＋
Oasis・やすらぎ空間）」という指針をかかげて、未来に向けた商品開発に取
り組んできました。21世紀を迎えてからこれまでに、わたしたちを取り巻く環
境は大きく変化し、「Nelsis  ネルシス」という方向性がますます時代と重なり合
ってきています。今後、さらなる飛躍のためにTOEXが目指すべき姿とは。
環境エクステリア統轄部長と商品本部長の二人が語ります。

小林秀樹取締役 兼 常務執行役員　営業本部長 兼 
環境エクステリア統轄部長 取締役 兼 常務執行役員　商品本部長

環境への負荷を軽減する
エコ商品への取り組み

環境エクステリア統轄部の
チャレンジ

建築的要素を取り入れた
新商品登場

TOEXがつくる美しい環境

（左／長廻　右／小林　写真：白石ちえこ）

新登場の「アーキラインスクリーンフェンス」。人が 
集う集合住宅などのロビー部分や、エアコンの室外機
のあるバックヤードを美しく覆います

屋根のアーチに沿ってLED照明を組み込んだシェル
ター「クレフヤードFX15A型」。無駄のないスッキリ
としたデザインに仕上がっています

な が さ こ
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